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	資料名〈主題名〉
	主題のねらい
	備考欄

	４月
	１　いっしょに　あそぼう
　〈みんなで　なかよく〉
２－（３）友情・協力
	友達と仲よくし，助け合おうとする。

＊友達といっしょに仲よく遊ぶことに喜びを感じる。

＊友達と仲よく遊ぶことの楽しさやよさがわかる。

＊どうしたらもっと仲よく遊ぶことができるかを考えることができる。

＊たくさんの友達と仲よくなり，楽しく遊ぼうとする。
	

	
	２　きちんとね
　〈まいにちを　きもちよく〉
１－（１）節度ある生活態度
	身のまわりをきちんと整えることが，気持ちよい生活をおくるのに大切なことであることがわかり，進んで整理・整とんを心がけようとする。

＊片づけることによって気持ちがよくなることがわかる。

＊“きちんとね”という詩を覚え，日常生活に生かせるようになる。

＊いつも，きちんと片づけて，気持ちよくくらしたいと思う。
	

	５月
	３　あいさつで　しあわせに
　〈あいさつは　こころの　リボン〉

２－（１）礼儀
	気持ちのよいあいさつ，言葉遣い，動作などに心がけて，明るく接しようとする。

＊あいさつを気持ちよくすると，その気持ちは相手に通じ，お互いに明るく気持ちよくなることがわかる。

＊あいさつの言葉遣いは，時・場・相手によって異なり，その使い分けがあることに気づく。

＊自分も気持ちのよいあいさつをしようとする意欲をもつ。
	

	
	４　きと　あそぼう
　〈しぜんと　なかよし〉

３－（１）自然愛，動植物愛護
	身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接しようとする。

＊木は，自分たちの身近にある自然であることに気づき，木とともに生きていることの心地よさに気づく。

＊木と親しむと，人は自然から優しい気持ちをもらっていることに気づき，自分たちも優しい心で接しようとする。

＊日常体験の中や生活科などの学習の中で，自分たちも自然に触れ合っていることに気づき，進んで自然に親しみ，植物に語りかけるようになる。
	

	
	５　かぼちゃの　つる
　〈わがままを　しないで〉

１－（１）節度ある生活態度
	わがままをしないで，気持ちよい生活をしようとする。

＊わがままな振るまいは，自分の生活が乱れるだけでなく，他の人にとって迷惑なことだと気づく。

＊けじめのある生活をすると，自分の生活がもっと伸びていくことがわかる。

＊自分の生活の中で，わがままな気持ちを改めていこうとする。
	

	
	６　がっこうまでの　みち
　〈「ありがとう」って　いえますか〉

２－（４）尊敬・感謝
	日ごろからお世話になっている人々がいることを知り，感謝しようとする。

＊自分たちの身のまわりに，ふだんからお世話になっている人がたくさんいることがわかる。

＊自分たちがお世話になっている人々に，感謝の心をもつ。

＊自分たちがお世話になっている人々に，進んで「ありがとう」の気持ちが伝えられるようになる。
	

	６月
	７　ぼくに　もたせて
　〈ぼくに　まかせて〉

４－（２）家族愛
	祖父母への親しみをまして何かをしてあげたいという思いをもち，進んで手伝いをしようとする。

＊祖父母といっしょに生活すると，互いを気づかう優しさが生まれてくることがわかる。

＊祖父母のようすをよく見ていると，言ってあげたい言葉が出てくることに気づく。

＊祖父母への手伝いをすることで家族の結びつきがもっと強くなることがわかり，これからもそうしようとする。
	

	
	資料名〈主題名〉
	主題のねらい
	備考欄

	６月
	８　およげ　こいのぼり
　〈まちの　じまん〉

４－（４）郷土愛
	地域の行事に親しみをもち，積極的に参加していこうとする。

＊地域の行事は，地域みんなの楽しみであることがわかる。

＊地域の行事には，人々の願いがこめられていることがわかる。

＊地域の行事は，みんなで大事に伝えているものであることがわかる。

＊地域の行事に，自分も参加しようという気持ちをもつ。
	

	
	９　いのちの　アルバム
　〈つながって　いる　いのち〉

３－（２）生命尊重
	命の大切さに気づき，生命を大切にしようとする。

＊写真などを見て，赤ちゃんや家族についての関心をもつ。

＊命は先祖から受け継がれてきたものであることがわかる。

＊かけがえのない命を大切にしていこうとする。
	

	
	１０　タッチして　いいの
　〈うれしい　しんせつ〉

２－（２）思いやり・親切
	身近な幼い人に温かい心で接し，親切にしようとする。

＊困っている人に優しく声をかけることのできる，温かい心をもつ人の話に感動することができる。

＊困っているときに優しくしてもらうと，うれしくなり，力がわいてくることがわかる。

＊自分も，困っている人に優しくしてあげようとする。
	

	７月
	１１　ぼくは　いかない
　〈ぼくは　よわむしでは　ない〉

１－（３）勇気
	正しいことを行うことには友達の誘いを断ることも必要だということがわかり，進んでよいことを行おうとする。

＊「よわむし」とは，どうすることに弱いのかがわかる。

＊よいことをしようとするとき，迷いを克服しようとする力が出てくることを知る。

＊勇気ある行為をしている友達がたくさんいることを知り，自分もそのようにしていこうという意欲をもつ。
	

	
	１２　きいろい　ベンチ
　〈みんなが　つかう　もの〉

４－（１）公徳心，規則尊重
	みんなが使う物を大切に考え，きまりを守ろうとする。

＊わたしたちのまわりには，みんなが使う物がたくさんあることがわかる。

＊自分勝手な使い方をすると，他の人が不愉快な思いをすることがわかる。

＊みんなが使う物にはそれぞれの使い方があることがわかり，気持ちよく使えるようになる。
	

	９月
	１３　えみちゃんの　あかい　バッグ
　〈ものを　たいせつに〉

１－（１）節度ある生活態度
	物を大切に使うことによって，毎日の生活が気持ちよく過ごせるようになる。

＊物には，くれた人の心や自分の思い出がこもっていることがわかる。

＊物を大切にするとは，人の心を大切にすることだと気づく。

＊自分から進んで物を大切にし，気持ちよく生活しようとする。
	

	
	１４　ぼく　はずかしいや
　〈しょうじきに〉

１－（４）正直・明朗
	うそをついたり，ごまかしたりすると心が落ち着かなくなることを知り，素直に伸び伸びと生活しようとする。

＊うそやごまかしをしないで，正直でありたいという気持ちをもつ。

＊うそやごまかしをすると，恥ずかしい気持ちになることに気づく。

＊うそやごまかしをすると，心が落ち着かなくなることがわかる。

＊うそやごまかしをやめ，正直に伸び伸びと生活しようとする。
	


	
	１５　まほうの　て
　〈「すごいなあ」の　こころ〉
２－（４）尊敬・感謝
	日ごろ世話になっている人々に感謝する。

＊お年寄りは，生活の知恵を豊かにもっていることを知り，「すごいなあ」という尊敬の念をもつ。

＊お年寄りの生活の知恵は，自分たちの生活を豊かに楽しくしてくれていることを知り，感謝の気持ちをもつ。

＊自分たちは，お年寄りだけでなく，たくさんの人々にお世話になっていることを知り，感謝しようとする。
	

	
	資料名〈主題名〉
	主題のねらい
	備考欄

	９月
	１６　たのしい　おまつり
　〈ちいきの　ひとと　いっしょに〉

４－（４）郷土愛
	地域の人々や生活に親しみ，地域行事に積極的に参加しようとする気持ちをもつ。

＊地域の人たちは，力を合わせて，祭りや行事を成功させようとしていることに気づく。

＊祭りに参加するだけでも，祭りを成功させることにつながることがわかる。

＊参加したいことや自分にできることを考えることで，地域の行事に積極的に参加しようとする気持ちをもつ。
	

	10月
	１７　みんな　みんな　いきて　いる
　〈げんきパワー〉

３－（２）生命尊重
	生きることを喜び，生命を大切にする心をもつ。

＊人は，食べたり，歌ったり，遊んだり……する。それが，生きていることで，命はすばらしいことに気づく。

＊人は，元気に生きようとする力があることがわかる。

＊元気に生きることは，生命を大切にしていることを知り，命を輝かせて生きようとする意欲をもつ。
	

	
	１８　あきの　おくりもの
　〈あきの　おくりもの〉

３－（３）敬けん
	美しいものにふれ，すがすがしい心をもつ。

＊身近にある美しいものにふれて，きれいだと感じることができる。

＊人は，美しいものにふれてすがすがしい心になることがわかる。

＊もっと美しいものにふれて，すがすがしい心をもちたいと思うようになる。
	

	
	１９　おとしよりと　いっしょに
　〈あいての　きもち〉
２－（２）思いやり・親切
	お年寄りに温かい心で接し，相手の身になって自分にできることをしようとする。

＊お年寄りを敬い，温かい心で大事にしようとする気持ちをもつ。

＊相手の身になって考えることの大切さがわかる。

＊相手の気持ちを考え，自分にできることをしたいという意欲をもつ。
	

	
	２０　ゆうきの　とびら
　〈ゆうきパワー〉

１－（３）勇気
	よいと思ったことは，進んで行おうとする。

＊「よいこと」「悪いこと」の判断ができる。

＊「よいことを進んで行う」ためには，勇気がいることがわかる。

＊悪いことを断る場合でも，勇気がいることがわかる。
	

	11月
	２１　だいじな　わすれもの
　〈きもちの　よい　あいさつ〉

２－（１）礼儀
	心のこもったあいさつをして，お互いに気持ちよく生活しようと心がける。

＊あいさつは，自分の気持ちを伝えるものであることがわかる。

＊あいさつをすると，お互いの心が通じ合うことがわかる。

＊あいさつの大切さがわかり，実行しようとする。
	

	
	２２　チイロ　がんばれ
　〈がんばる　こころ〉
１－（２）勤勉・努力
	自分がしなくてはならないことは，つらいことがあっても最後までやり通すことの大切さがわかり，しっかりやろうとする。

＊つらいことがあってもくじけずに，最後までがんばった人の話を聞いて感動する。

＊自分がしなくてはならないことを最後までやり通すことの大切さがわかる。

＊自分がしなくてはならないことをしっかりやろうと心がけ，実行しようとする。
	

	
	２３　二わの　ことり
　〈ともだちの　きもちを

おもう　こころ〉
２－（３）友情・協力
	お互いに友達の気持ちを考えて，助け合って生活しようとする。

＊友達の気持ちを考えて実行した人の心や行いに心を動かすことができる。

＊自分のことしか考えないで行動する人と，友達の気持ちも考えて行動する人との違いがわかる。

＊友達の気持ちを考えて，助け合っていこうとする。
	


	
	資料名〈主題名〉
	主題のねらい
	備考欄

	11月

	２４　せんせい，なにを　して　いるの
　〈せんせいの　しごとは　だれのため〉

４－（３）愛校心
	先生たちが自分たちのために尽くしていることを知り，敬愛する。

＊先生の仕事を具体的に思い起こしたり，教えてもらったりして，先生たちは多くの仕事をしていることを知る。

＊その仕事は何のためにしているのかを考え，自分たちがよりよくなるためにしていることがわかる。

＊先生たちは，自分たちのことを大切にしてくれていることを実感し，先生たちを敬愛する。
	

	12月
	２５　みんなで　まもろう
　〈きまりを　まもろう〉

４－（１）公徳心，規則尊重
	みんなが使う物を大切にし，きまりを守ろうとする。

＊みんなが使う物には，きまりがあることに気づく。

＊きまりを守るということは，みんなのためでもあり，自分のためにもなることがわかる。

＊みんなが気持ちよく過ごすために，きまりを守って公共物を使おうとする。
	

	
	２６　どうぶつにも　こころが　ある
　〈どうぶつに　やさしく〉

３－（１）自然愛，動植物愛護
	動物にも心があって顔の表情や体の動作でいろいろな気持ちを表していることがわかり，動物の気持ちを理解して仲よくしようとする。

＊動物にも心があり，いろいろな気持ちをもっていることを知る。

＊動物が表情や動作でどのような気持ちを表そうとしているかがわかる。

＊身近な動物の気持ちをよく理解して，仲よくしようとする意志をもつ。
	

	１月
	２７　ランタの　おうえん
　〈こころに　ブレーキ〉
１－（１）節度ある生活態度
	安全に気をつけようとする気持ちが途切れることもあることを理解し，十分に安全に心がけようとする意欲を高める。

＊だれでも危ない目にあった経験があることに気づく。

＊安全に気をつけようとする心がゆるんで，危険な目にあうことがあることを理解する。

＊いつも安全に気をつけようという気持ちをもつ。
	

	
	２８　はしの　うえの　おおかみ
　〈ひとが　よろこぶ　ことは

うれしい　こと〉
２－（２）思いやり・親切
	まわりの人々に思いやりの心をもって接し，親切にしようとする。

＊他者が喜ぶことに喜びを感じて他者を支えている人の心がわかり，その心に感動することができる。

＊自分がうれしいと思うことを他者にもしようとする心が，ほんとうの思いやりであることがわかる。

＊そのような心は，自分ももっていることがわかる。

＊思いやりの心をもって人に親切にしていこうという心をもって，日々実践していく。
	

	２月
	２９　わたしたちの　がっきゅう
　〈わたしの　がっきゅうものがたり〉

４－（３）愛校心
	先生や友達といっしょにがんばったり助け合ったりした思い出を振り返ることで，自分たちの学級が楽しい学級であることを確かめ，学級の一員として，さらに学級をよくしていこうという意欲をもつ。

＊自分が学級の友達とともに成長してきたことがわかる。

＊先生や学級の友達のおかげで，いい思い出がたくさんできたことを知る。

＊思い出を「わたしの　がっきゅうものがたり」としてカードに書き表したり，それに先生や友達からサインをもらったりすることで，学級の一員としての充足感を味わう。
	


	
	資料名〈主題名〉
	主題のねらい
	備考欄

	２月
	３０　わきだした　みず
　〈たすけずには　いられない　こころ〉

３－（２）生命尊重
	自分の命だけでなく，友達の命も大切にしようとする。

＊人の命を助けるために一生懸命に努力した人の心や行為に感動することができる。

＊人の命を助けようとする人の心のすばらしさがわかる。

＊そのようなすばらしい心は，自分ももっていることを自覚する。

＊人の命を大切にしていこうとする。
	

	
	３１　ひしゃくぼし
　〈うつくしい　こころ〉
３－（３）敬けん
	美しいものに感動し，すがすがしい心をもとうとする。

＊相手を思いやる人の心の美しさに感動する。

＊自分の心の中にも美しい心にひびき合う力があることがわかる。

＊美しい心にふれたときのすがすがしさを大切にしようとする。
	

	
	３２　１にち　１０ぷん
　〈がんばって　つづける〉

１－（２）勤勉・努力
	がんばっていてそれが続けられなくていやになったときでも，自分はがんばる力を出すことができることを知り，最後までがんばり続けようという気持ちをもつ。

＊自分には，思いどおりにできなくていやな気持ちになるときがあることを知る。

＊いやになったときでも，もっとがんばろうとして，がんばる力を出すことができることを知る。

＊目標を決めて，がんばり続けようという意志をもつ。
	

	３月
	３３　ぎんの　しずく
　〈かぞく　だいすき〉

４－（２）家族愛
	父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立つ喜びを知る。

＊父母は，仕事をするときも，叱ってくれるときも，いつも家族のことを思っていることがわかる。

＊今の自分があるのは，家族の温かな思いや願いがあったからだということを知り，父母や祖父母に感謝の気持ちをもつことができる。

＊家族への親しみを深めることで，家族のために何ができるかを考え実行したいという意欲をもつ。
	

	
	３４　きんの　おの
　〈しょうじきな　ひと〉

１－（４）正直・明朗
	うそをついたりごまかしたりしないで，いつも明るい心で行動しようとする。

＊うそをつこうとしたりごまかしたくなったりする気持ちに負けないで，正直でありたいと願う心をもつ。

＊うそをついたりごまかしたりすることはよくないことであり，暗い心になることがわかる。

＊正直で素直に伸び伸びと生活しようとする。
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